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令和7年度 宇部高専インターアクトクラブ（IAC）

活動報告書

０、活動期間：令和7年4月1日～令和8年3月31日

1. クラブ概況

宇部高専インターアクトクラブ（IAC）は、宇部西ロータリークラブの支援のもと、社会貢献
活動と国際交流活動を中心に活動している。平成 7 年度は、1 年を通して活動する初めての年
度であり、会員主体の企画・運営及びホストクラブ主催の活動への参加を通じて、奉仕の精神、

国際感覚、リーダーシップを向上させることができた。

2. 令和7年度活動方針

①地域社会への貢献

②国際理解の促進

③会員相互の交流と成長

④ロータリー精神の実践

3. 組織体制

会長 ：船越 早知恵（経営情報学科 3年）
幹事 ：上野 佳音（物質工学科 3年）
副会長：安田 舞衣（経営情報学科 3年）
会計 ：山根 碧依（物質工学科 3年）
顧問 ：畑村 学（一般科）、杉山 透（経営情報学科）、

川村 晃英（一般科）

令和７年度クラブ会員（令和 8年 3月 31日） 29名

４ 活動報告

（１）理事会・例会の開催

①理事会：毎月第３木曜日放課後に実施（８回、長期休暇を除く）

②例会：毎月第４木曜日放課後に実施（８回、長期休暇中を除く）

例会および理事会を定期的に開催し、活動計画の立案、活動報告、予算執行状況の確認を行っ



- 2 -

た。主な議題は新入会員承認、役員選出、活動計画策定、活動報告書作成等であった。

（２）宇部西ロータリークラブ事業

7月 6日 宗隣寺清掃活動（９名が参加）

9月 2日 宇部西ロータリークラブ例会（２名が参加）

10月 19日 2025-26年度国際ロータリー第 2710地区大会ローアリー地区大会 in東広島
（６名が参加）

12月 13日 高嶺園もちつき（３名が参加）

3月 28～ 30日 日韓 IAC交換事業韓国研修（１名が参加）

各活動は、宇部西ロータリークラブの支援を受けて実施した。宇部西 RC のみなさんや地域ボ
ランティアとの協働により、地域とのつながり、達成感を感じることができた。

（３）社会貢献活動

6月 14日 学生会社会貢献部による高嶺病院ボランティア活動（２名が参加）

6月 20日 学生会社会貢献部による常盤中学校放課後学習支援（１名が参加）

11月 24日 つなぐフェスボランティア（３名が参加）

１月 31日 市民文化サロン「台湾の占い」での運営サポート（５名が参加）

社会貢献活動を通じて、地域の方々との交流や奉仕活動の実践を行った。

（４）国際交流活動

4月 30日 学生会主催長期留学生ウェルカムパーティー（5名が参加）
6月 19日 寮生会主催国際交流会（6名が参加）
6月 27日 学生会主催短期留学生歓迎会（10名が参加）
7月 7日 マツダ工場見学・防府異文化ツアーの企画・運営

7月 15日 学生会主催七夕イベント（２名が参加）

7月 23日 学生会主催短期留学生フェアウェルパーティー（９名が参加）

10月 10日 産業バスツアー：防府・出光、大津島（２名が参加）

11月 1日 オープンキャンパス留学交流室ブースで IACの活動紹介
11月 5日 学生会主催短期留学生ウェルカムパーティ（8名が参加）
12月 15日～ 20日 U-Campに IACとして協力・参加
12月 20日 広島・宮島異文化体験ツアーの企画・運営

1月 13日 モンゴル・ベトナム高専訪問団との交流会企画・運営

1月 17日 山口県庁主催・海外高専生県内視察プログラム（下関）（４名が参加）

2月 8日 子どもたちのためのときわ動物園ツアー（３名が参加）

2月 26日 長期留学生・台湾短期留学生送別会の企画・運営

その他、ニーハロ台湾（台湾日本語学科の学生とオンラインで日本語交流）、ニーハロ Japanese
（留学生との文化紹介を中心とした交流会）、ニーハロ English（英語の学習会）の企画・運営
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を IAC 学生が年間を通じて企画・運営。また、国際寮の中国語勉強会や長期短期留学生歓迎
会の企画・運営などを行った。

国際交流活動については、宇部高専しらとり会学生活動支援基金（郷田宏基金）の支援を受け

活動を実施した。留学生との交流や異文化理解活動を通じて、会員の国際感覚向上に大きく貢

献した。

（５）会計報告

本クラブの活動に関しては、宇部西 RC による支援に加えて、宇部高専しらとり会学生活動支
援基金「郷田宏基金」の補助を受けて活動した。ここに記して感謝申し上げます。

５. 活動成果

社会貢献活動では地域との連携を深め、国際交流活動では多様な国・地域の学生との交流機会

を創出した。特に U-Camp や異文化ツアー、歓迎会・送別会の企画運営では、会員が主体的に
活動し、リーダーシップや企画運営能力を高めることができた。

６. 次年度への課題

・会員数の増加

・活動参加率の向上

・社会貢献活動の継続的実施

・国際交流活動のさらなる充実

・予算を活用した新規事業の実施
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７.令和７年度会長の言葉

令和７年度宇部高専インターアクトクラブ会長 船越早知恵

昨年度、宇部高専インターアクトクラブは新たに創設され、私は会長を務めました。活動を

始めた当初は、「インターアクトクラブとしてどのような活動を行っていくべきか」という具

体的なイメージが十分に持てず、会長という大きな役割を果たせるのか不安を感じていました。

また、私自身にとっても大きな団体をまとめる経験は初めてであり、さらに会員の多くもイン

ターアクトへの理解や経験が少ない状態でのスタートだったため、どのように活動を形にして

いくかを試行錯誤しながら取り組みました。

活動を進める中で特に苦労したことは、国際交流部と社会貢献部という異なる部活動に所属

する学生たちが、お互いの活動に積極的に参加できる環境を作ることでした。それぞれ活動へ

の関心が異なる中で、「宇部高専インターアクトクラブとして何ができるか」を考え、参加学

生が主体的に活動に取り組めるように声掛けや企画運営を行いました。また、多くの活動が初

めての経験だったため、「どうすればより良い活動になるか」を常に考えながら、会員を導い

ていく必要がありました。

その中でも特に印象に残っている活動は、宗隣寺で行われた池清掃活動と、学内で実施した

短期留学生送別会です。宗隣寺での池清掃では、宇部高専の学生だけでなく、他校のインター

アクトクラブの生徒やロータリー関係者の方々も参加しており、地域と連携した社会奉仕活動

を体験する貴重な機会となりました。宇部高専として初めて参加する活動であり、最初は分か

らないことばかりでしたが、宇部ロータリークラブの皆様が温かく迎えてくださり、清掃活動

を丁寧にサポートしてくださったことで、安心して活動に参加することができました。活動後

には達成感だけでなく、地域の方々とのつながりの大切さも実感することができました。

また、短期留学生送別会では、学内で行われる通常の国際交流活動とは別に、インターアク

トクラブの学生と台湾から来校した留学生がより深く交流できる場を作ることを目的として企

画を行いました。会の運営や交流内容について試行錯誤を重ねましたが、普段は国際交流活動

への参加が少ない会員学生も積極的に留学生と会話をしている様子が見られ、とても嬉しく感

じました。学生同士が自然に交流し、言語や文化の違いを越えて関係を築いている姿を見て、

インターアクト活動の意義を改めて実感しました。

この一年間の活動を通して、地域にあるロータリークラブがどのような理念のもと活動して

いるのかを知ることができ、大変新鮮で学びの多い経験となりました。また、宇部高専だけで

なく、他校でも積極的に国際交流活動や社会奉仕活動が行われていることを知り、他校の学生

と交流し意見交換を行うことで、自分自身の視野を広げることができました。

さらに、インターアクトクラブ会長として活動した経験を通して、責任感やリーダーシップを

身につけることができたと感じています。毎月行われる例会では、活動の報告や提案を行うた

めに事前準備を重ね、会員全体をまとめながら活動を進めていきました。団体の代表として前

に立つ責任の重さを実感するとともに、周囲を見ながら行動する力や、自ら考えて行動する力

が大きく成長した一年だったと思います。

今年度は、宇部高専学生会国際交流部長として、さらに学内の国際交流活動を活性化させてい

きたいと考えています。インターアクトクラブで得た経験は、単なるボランティア活動の経験
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だけではなく、「自ら考え、周囲を巻き込みながら行動する力」や、「地域や異文化とつなが

る大切さ」を学ぶ貴重な機会となりました。今後もインターアクト活動で得た学びを活かし、

学校内外で多くの人と関わりながら、より良い活動づくりに挑戦していきたいです。また、将

来社会に出た際にも、この経験で培った責任感や主体性、コミュニケーション能力を活かして

いきたいと考えています。

■参考資料

１.宇部高専ホームページ掲載の宇部高専インターアクト関連記事

①宇部高専インターアクトクラブ認定状伝達式を行いました（令和７年 3月 31日）
https://www.ube-k.ac.jp/topics/20250331/
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②台湾の高校生とのオンライン日本語交流「ニーハロ台湾 2025」がスタートました（令和７
年４月 23日） https://www.ube-k.ac.jp/topics/niihallotaiwan2025/

③宇部高専インターアクトクラブが宗隣寺「龍心庭」の清掃活動に参加しました（令和７年７

月６日） https://www.ube-k.ac.jp/topics/20250706iac/
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④宇部高専インターアクトクラブのメンバーが、国際ロータリー地区大会 in 東広島に参加し
ました（令和７年 10 月 19 日） https://www.ube-k.ac.jp/topics/20251019ubeiac/
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⑤「ニーハロ台湾 2025（後期）」で台湾の高校生とオンライン日本語交流が再スタートしま
した（令和７年 11月 6日） https://www.ube-k.ac.jp/topics/20251106/

⑥異文化体験ツアーで冬の宮島を訪れました（令和 7年 12月 20日）
https://www.ube-k.ac.jp/topics/20251220u-camp/

https://www.ube-k.ac.jp/topics/20251106/
https://www.ube-k.ac.jp/topics/20251220u-camp/
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⑦市民文化サロン「台湾の占い―台湾留学生と楽しく学ぶ台湾華語と台湾文化―」を開催しま

した（令和８年１月 13 日） https://www.ube-k.ac.jp/topics/20260131/

https://www.ube-k.ac.jp/topics/20260131/
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⑧宇部高専インターアクトクラブの学生が、日韓インターアクト交換事業・韓国研修旅行に参

加しました（令和８年３月 28～ 30日） https://www.ube-k.ac.jp/topics/20260328-30/

２.その他活動に関わる資料（一部）

①宇部高専 IAC公式 Tシャツとロゴ

https://www.ube-k.ac.jp/topics/20260328-30/
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②宗隣寺清掃活動（７月６日）

③産業バスツアー（７月７日）
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出光興産（防府） 大津島（回天記念館）

④ 2025-26 年度国際ロータリー第 2710 地区大会ローアリー地区大会 in 東広島（10 月 19 日）



- 13 -

⑤短期留学生歓迎会（10月 16日、11月５日）
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⑥ U-Camp期間中の活動（12月 15～ 20日）

⑦高嶺園もちつき

⑧モンゴル・ベトナム高専訪問団の来校（１月 13日）
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⑦ニーハロ Japanese・ニーハロ English

⑧モンゴル・ベトナム高専県内視察プログラム（１月 17日）
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⑨子どもたちのためのときわ動物園ツアー（２月８日）
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⑩長期・短期留学生送別会（２月 26日）


